
第４０７号           書窓           令和５年１２月１日 
  

- 1 - 

 

書 窓 

 

 

 

 

 

 

 

 

五味太郎の「しかけ絵本」 

皆さんの好きな絵本作家は誰ですか？私は迷わず「五味太郎」と答えます。五味太郎氏は、1973

年に『みち』で絵本作家デビューをして今年で 50 周年になります。五味氏の作品の特徴は、遊

び心を刺激する「しかけ」がふんだんに仕込まれているところです。さらに読者がこうだと思い

込んでいたものが、いざページをめくると、全然違うものだったという「意外性」もあり、たび

たび読者を驚かせます。五味氏が手掛けた「しかけ絵本」は数多く出版されており、それらの絵

本は子どもだけでなく大人も楽しむことができます。 

五味氏の作品を２つ紹介します。１つ目はクリスマスの

定番の絵本『まどからおくりもの』です。同作品はクリス

マスの夜にサンタクロースが家の窓からチラっと見える動

物たちの姿を見て、贈り物を選んで配っていくというお話

です。サンタは窓から見える猫にふさわしい贈り物を届け

ましたが、実は猫ではなくて．．．。「穴あけのしかけ」を巧み

に使い、読者に驚きを与えてくれる作品です。 

２つ目は『とうさんまいご』です。デパートでお父さんが迷子になってしまい、その息子が父

親を探すというストーリー。デパート内の「切り抜きのしかけ」がとてもユニークな作品です。

お父さんに似た格好の人に息子が声をかけようとしたら．．．。この「しかけ絵本」もまたページ

をめくる度に我々読者に驚きを与えてくれます。 

五味氏の手掛ける「しかけ絵本」では、「次の場面はどうなるのだろう」というドキドキ感、

そしてページをめくると「あ、実はこうだったのか、なるほどね！」という満足感を与えてくれ

ます。それはまさに「しかけ絵本」だからこそ表現できることな

のだと思わせてくれます。 

今回紹介した「しかけ絵本」をはじめ多くの五味氏の手掛けた

絵本はアニメーション化されており動画サイトでも気軽に親し

むことが出来ます。 

五味氏が手掛けた絵本は 400 作品以上に及びます。町図書室に

も多くの五味氏の絵本が配架されています。クリスマスが近づく

この時期に気分を盛り上げてくれる「しかけ絵本」を見つけてみ

てはいかがでしょうか。 

図 書 室 だ よ り 

編集・発行 

豊山町社会教育センター図書室 
 
〒480-0202 

豊山町大字豊場字和合７２ 

TEL 0568-28-5449 

『まどからおくりもの』の一コマ 

今回紹介した『まどからおくり
もの』『とうさんまいご』 
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今月の新刊（一般書） 

「書窓」第 1号 
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今月の新刊（児童書） 
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